別紙１
科 目 別 シ ラ バ ス 及 び 指 導 者

	科目
	内容
	担当講師

	１．職務の理解
（６時間）
	１．多様なサービスの理解
（講義：３時間）
・超高齢化社会を迎え、介護の社会化が進む現状と介護保険制度における給付の目的を理解します。
２．介護の仕事内容や働く現場の理解
（講義：３時間）
・介護職の仕事や働く場所を理解するとともに、キャリアパスのイメージを理解し、初任者研修の位置づけ等について学習します。

	永井　朋子



永田　由美




	２．介護における尊厳の保持・自立支援
（９時間）
	１．人権と尊厳を支える介護
（講義：６時間）
・自立支援による高齢者の尊厳の保持が介護保険制度の目的であることを理解します。
・ノーマライゼーションの意味を学びます。
・尊厳の保持に関連し、介護保険制度上どのような仕組みや規定があるかを理解します。
・介護福祉サービスを提供するにあたってやってはいけない行動を理解します。
・虐待の定義、身体拘束、およびサービス利用者の尊厳、プライバシーを傷つける介護について理解します。
２．自立に向けた介護
（講義：３時間）
・介護サービス提供の基本的視点を学び実践に活かします。
・あるべき主体的な生活を営むために、介護状態にならないための予防、要介護状態の重度化を防ぐための手立てについて学びます。
・介護予防活動の目標を実践に生かすことができるよう、その内容について学びます。

	三島　佳那子
粥川　真衣









松山　淳紀






	３．介護の基本
（６時間）
	１．介護職の役割、専門性と他職種との連携
（講義：１．５時間）
・施設と居宅という介護環境の特性理解し、他職種連携のあり方、それぞれの特性を理解します。
・地域包括ケアの役割と機能を学びます。
・専門職が行う介護の基本視点を学び、科学的根拠に基づく介護の実践につなげます。
・専門職としての役割を学び他の職種との連携を学びます。
・介護職と異なる専門性を持つ他職種についての理解を深め、利用者主体の自立支援の姿勢を学びます。
・互いの専門職としての能力を活用して効果的なサービスを提供できるよう、他職種連携における介護職の役割を学びます。
２．介護職の職業倫理
（講義：１．５時間）
・介護職の公共性が高さや知識、技術だけではなく高い倫理性が必要であることを理解します。
・利用者、家族に対するかかわり方、また、かかわる際の留意点について理解します。
・介護職の社会的責任について理解し、行動規範となる倫理の重要性を理解するとともに、専門職がどのように行動すべきかの指針となる倫理について学びます。
３．介護職における安全の確保とリスクマネジメント
（講義：１．５時間）
・介護サービスを提供していくうえで必要な安全確保の視点を学びます。
・介護事故を予防するために必要な要因、原因を考え、リスクのとらえ方と危険個所（状況）を理解します。
・予防重視のリスクマネジメントの考え方を学び、リスク分析の方法や視点を理解します。
・事故発生時の対応と報告のしかたと情報共有の大切さを理解します。
・感染対策のための基礎的知識を学びます。
４．介護職の安全
（講義：１．５時間）
・介護職員の健康管理の留意点とストレスマネジメントについて学びます。
・労働者としての介護職員の立場、並びに権利と制度について学びます。

	野邑　昌彦












野邑　昌彦








蓑島　ゆかり










和田　朋子

	４．介護・福祉サービスの理解と医療との連携
（９時間）
	１．介護保険制度
（講義：３時間）
・介護保険制度の理念を知り、制度の仕組みについての基本的な理解を得ます。
・制度を支える組織、団体の機能と役割、財源等について理解します。
２．医療との連携とリハビリテーション
（講義：３時間）
・医行為の範囲とそれに対する介護者の対応や医療、看護職の役割の理解、連携（チームケア）の必要性を学習します。
・リハビリテーションの理念、目的や種類について理解し、事例をとおした学習によりリハビリテーション職種との連携について学びます。
３．障害者自立支援制度およびその他制度
（講義：３時間）
・障害者自立支援制度の理念を知り、制度の仕組みについての基本的な理解を得ます。
・個人情報保護法や成年後見制度、日常生活自立支援事業など介護職とかかわりの深い制度、事業について学びます。

	山口　真弓
西川　美香




前田　悠太郎






池村　拓馬



	５．介護におけるコミュニケーション技術
（６時間）
	１．介護におけるコミュニケーション
（講義：３時間）
・介護サービスにおけるコミュニケーションの目的と意義、役割を理解し、コミュニケーションのための共感と利用者理解、自己覚知および言葉遣いについて学びます。
・利用者、家族の心理について理解し、介護における相談援助技術の重要性を理解します。
・利用者の状況や状態に応じたコミュニケーションの方法と留意点について学びます。
２．介護におけるチームのコミュニケーション
（講義：３時間）
・チームにおけるコミュニケーションの有効性や重要性、チームアプローチの効果と意義について学びます。
・介護実践における観察と情報収集の重要性や心得などを学び、それらをもとにした記録の重要性と意義、目的を理解します。
・コミュニケーションの必要性を理解し、その能力を身に付けるとともに、コミュニケーションをうながす環境づくりについて学びます。

	藤田　理子








蓑島　恵子








	６．老化の理解
（６時間）
	１．老化に伴うこころとからだの変化と日常
（講義：３時間）
・人間の五感の加齢による変化とその変化が日常生活に与える影響について理解し、ケアするうえでの留意点などを学びます。
・健康の意味について学び、個人と家族のライフサイクルについて理解し、老化に伴うからだの変化について学びます。
２．高齢者と健康
（講義：３時間）
・高齢者の身体的、精神的機能の変化と病気との関連や日常生活への影響、さまざまな症状がどのような病気から起こるかについて学習し、どのような場合に医師、看護師に相談すべきかについて学習します。
・老化に伴う身体の変化や高齢者に多い疾患について理解し、介護における留意点について学びます。

	正者　美紀







上村　喜美江







	７．認知症の理解
（６時間）
	１．認知症を取り巻く状況
（講義：１．５時間）
・認知症ケアの理念や利用者中心というケアの考え方について学びます。
・「できること」に着目したケア、その人らしさを生かすケアの形としてパーソン・センタード・ケアの考え方を学習します。
２．医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
（講義：１．５時間）
・認知症の定義、診断基準など、認知症についての基礎知識を身に付け、加齢に伴う物忘れと認知症の違いを理解し、認知症の初期症状、診断基準について学びます。
・認知症の原因疾患の種類について理解し、アルツハイマー型認知症と血管性認知症の違いやその他の認知症について学びます。
・認知症の中核症状と行動・心理床上の違いについて理解するとともに、代表的な心理症状、薬物療法についても理解を深めます。
３．認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活
　　（講義：１．５時間）
・行動・心理症状が誘発される介護職の不適切なケアを学び、適切なケアとはなにかを理解します。
・認知症の人の言葉や表情、しぐさから中核症状の及ぼす影響を学習し、その中核症状の影響をふまえた生活支援の具体的な対応と日常生活介護における留意点を学習します。
４．家族への支援
（講義：１．５時間）
・認知症高齢者を介護する家族介護者の負担感やその要因を理解し、家族の世話と専門家のケアとの違いを理解します。
・家族介護者が在宅でできることと社会サービスの有効利用について理解し、家族の気持ちや家族が受けやすいストレスについて列挙できるようにします。

	寺田　春美






寺田　春美










郷戸　慎哉






郷戸　慎哉







	８．障害の理解
（３時間）
	１．障害の基礎的理解
（講義：１時間）
・障害の概念とＩＣＦの考え方について理解し、障害の受容のプロセスを学び、介護職の役割を考えます。
２．障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等の基礎的知識
（講義：１時間）
・身体障害や知的障害は日常生活や人の心理、行動にどのような影響を与えるのかを理解します。
・精神障害の症状や特徴を理解し、障害に応じた生活支援上の留意点を学習します。
・言語、聴覚障害、視覚障害、発達障害、高次脳機能障害、内部障害、難病を理解し、日常生活への影響や介護にあたっての行動、心理の特徴を理解した介護の留意点について学習します。
３．家族の心理、かかわり支援の理解
（講義：１時間）
・家族の心理の一般的過程、家族の負担とその要因、必要性を理解した家族支援とＱＯＬの向上との関係を学習します。

	徳永　茂幸



末松　みどり










徳永　茂幸




	９．こころとからだのしくみと生活支援技術
（７５時間）
	Ⅰ．基本知識の学習
１．介護の基本的な考え方
（講義：３時間）
・利用者一人ひとりに適切な介護を行うための基本的な考えを理解し、根拠に基づく介護の大切さを学びます。
・介護保険制度下の介護サービスについて学びます。
２．介護に関するこころのしくみの基礎的理解
（講義：３時間）
・加齢に伴って生じてくるこころの変化について、日常生活への影響と高齢者の心理を学び、それに応じた高齢期のパーソナリティの変化や適応のしかたについて理解します。
３．介護に関するからだのしくみの基礎的理解
（講義：４時間）
・介護の専門職としての必要な身体各部の名称と人体の骨格、関節、筋のはたらきを理解します。
・基本動作における実際的な動きを理解し、ボディメカニクスの介護への活用を学びます。
・人間の身体のはたらきをコントロールしている神経系や生命の維持のためにはたらいている自律神経系について学びます。
・健康チェックについての意義とバイタルにかかわる観察ポイントを学習します。
Ⅱ．生活支援技術の講義・演習
※演習の指導体制
　受講者２０名を５名一組の４グループに分け、１名の講師が２グループを担当し指導。受講者同士が介護者役と被介護者役を交替しあい介護技術習得を目指します。
４．生活と家事
（講義：４時間）
・生活における家事支援の必要性を理解し、利用者が望む衣食住の生活支援について学びます。
・家事支援の介護技術について学びます。
５．快適な居住環境と介護
（講義：５時間）
・住居のあり方をとおして、障害者や高齢者にとって快適な住居整備や生活環境に関する配慮について学習します。
・福祉用具の活用方法について学びます。
６．整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
（講義：１時間／演習６時間）
・日常生活のなかでの整容の意味を理解し、整容行動の基礎知識と仕組みを学んで、支援に生かします。
・整容や口腔ケアに関する支援技術について学びます。
・デイサービスセンター内でベッド等を利用し整容に関連する技術演習を行います。
７．移動、移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
（講義：１時間／演習６時間）
・体位と姿勢のもつ意味を理解し、これに関して介護が目指すことを理解します。
・体位と姿勢の動作が自立するための観察、褥瘡の予防や援助方法を理解し実践に結びつけます。
・衣類の着脱のもつ意味を理解し、自立するための観察と着脱時のポイント、障害に対応する介護方法について学びます。
・移乗や車いすでの移動、外出のもつ意味を理解し、介護のポイントと支援技術について学びます。
・デイサービスセンター内でベッド並びに車いす等を利用し移動、移乗に関連する技術演習を行います。
８．食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
（講義：１時間／演習６時間）
・人にとっての食事のもつ意味を理解し、咀しゃくや嚥下の仕組みについて学びます。
・食事の自助具の特徴と誤嚥させない介護のポイントを理解します。
・デイサービスセンター内でベッド等を利用し食事に関連する技術演習を行います。
９．入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
（講義：１時間／演習６時間）
・入浴のもつ意味や個別性、および皮膚の生理的機能や皮膚の汚れについて理解し、清潔行動の仕組みと清潔保持のための安全な援助方法を学びます。
・入浴介護のポイントを理解し、安全に入浴できる介護方法を学びます。
・デイサービスセンター内の個別浴槽等を利用し入浴に関連する技術演習を行います。
10．排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
（講義：１時間／演習６時間）
・人にとっての排泄の意味を理解し、排泄の仕組みと排泄介護の原則を学びます。
・排泄用具の特徴と介護のポイントを理解し、排泄行動が自立できるための観察と介護方法を学びます。
・デイサービスセンター内でベッド並びにトイレ等を利用し排泄に関連する技術演習を行います。
11．睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
（講義：１時間／演習：６時間）
・睡眠の意味と睡眠のリズムや種類、生理的変化をとおしてその仕組みを理解し、安眠の支援につなげていきます
・寝具を整えることの意味を理解し、ベッドメーキングの手順とポイントを理解します。
・デイサービスセンター内でベッド等を利用し睡眠に関連する技術演習を行います。
12．死にゆく人に関連したこころとからだのしくみと終末期介護
（講義：４時間）
・終末期について理解を深め、さまざまな終末期の形があることを学習し、終末期に出てきやすい症状を理解します。
・家族について理解し、終末期における家族へのケアができるように学習します。
・終末期における緩和ケアについて学び、家族ケアにおける留意点を理解します。
13．介護過程の基礎的理解
（講義：４時間）
・介護過程の目的と意義、展開について学び、チームアプローチの重要性について学びます。
・普段の体調管理の重要性を理解し、人生歴を知り、孤独にさせない工夫を学びます。
14．総合生活支援技術演習
（演習：６時間）
・「要介護者・家族介護者への援助」「要支援者への支援」をグループ単位で事例をとおして考え、情報収集から課題分析、介護支援計画の立案、介護支援手順書の作成を行い、グループ単位での発表と評価、それらのまとめを行う中で総合的な生活支援技術の方法を学びます。
	
丸山　友子




村瀬　一将




山田　智里















松下　武文




玉井　和夫




講義・演習／
長沼　めぐみ
演習補助／
山川　久代




講義・演習／
五味川　将吾
演習補助／
河合　英匡










講義・演習／
森田　利奈
演習補助／
酒井　美香子





講義・演習／
田中　美保子
演習補助／
小池　江利子






講義・演習／
福田　多香美
演習補助／
三島　小雪





講義・演習／
森　智紗子
演習補助／
藤村　勇佑





日置　香乃江








松山　里美





演習／
熊﨑　恵美
日置　晴美
演習補助／
古川　かすみ
大前　圭一

	10．振り返り
（４時間）
	１．振り返り
（講義：３時間）
・研修全体を振り返り、本研修を通して学んだこと、今後継続して学習すべきことについて振り返ります。
２．就業への備えと研修修了後における継続的な研修
　　（講義：１時間）
・介護人材の資格制度がどのような方向に改正されようとしているのかを理解します。
	荒井　友希子



山根　麻子


	修了評価筆記試験
	全科目終了後に実施
	足立　駿介









